
◎プログラム概要

タイトル：『学びの未来を語る』

オープニング：「学び×イノベーション - 東京大学i.schoolでの試み」 by イノベーション探検隊

活動紹介： Learning for All、 アフタースクール、Motivation Maker

パネル・ブレスト：「学びの未来として、見えつつあること」
◎参加団体

Learning for All｜http://www.learningforall.jp/

アフタースクール｜http://www.npoafterschool.org/

Motivation Maker｜http://www.motivation-maker.org/

五月祭シンポジウム「学びの未来を語る」

日時：2011年5月28日（土） 9:00～11:30

主催：Motivation Maker × イノベーション探検隊

イベントデザイン：MM遠藤友里恵、イノタン沼田逸平

会場：福武ラーニングスタジオ

参加者：招待者３０名程度
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「学びの未来を語る」ブレインストーミングat 東京大学福武ラーニングスタジオ

変化の激しく多様性が尊重さ
れる未来社会、子供と大人が
立場を超えて持続的に学び合
える、第３の場の必要性

２１世紀になり、既に１０年以上が過ぎ
ました。私たちが子供の頃にかつて思い描い
ていた、「２１世紀の未来」はどのようなも
のだったでしょうか。私たちの想像を越えて
いたこととして、動的な社会変化のスピード
や方向の多様性が挙げられるのではないで
しょうか。現代に必要とされる「学び」と
は、そうした動的で多様な社会の中でも、自
立的に生きていくために必要な力を身につけ
ていく行為であると言えます。

今回の招待制のトークイベントでは、日
本で新しい「学び」の形を実践している３団

体、Learning for all（LfA） 松田悠介さん、
放課後NPOアフタースクール（AS） 上原惇
さん、そしてMotivation Maker（MM） 岩田
拓真で議論を行いました。三名には活動紹介
をしていただくと共に、 今回のイベントで
は、「パネル・ブレスト」と題して 、３団体
の代表と共に、MM横田幸信がファシリテー
ターとして、会場にお越しの方々とも一緒
に、日本の「学びの未来」についてブレイン
ストーミング（ブレスト）を行いました。

ブレストのキーワードとして、MM岩田
からは「生きるエンジン」、LfA松田さん
「プロフェッショナル」、AS上原さん「地
域」が提案されました。パネル・ブレストで
は、提案されたキーワードを端緒として、
「学びの未来」について、自由なアイディア
が各パネラーだけではなく、会場にいる参加
者からも飛び出しました。「子供の心のエン

ジンが多様化していく」「学校や家庭ではな
い、第三の学びの場が見直される。それは廃
校であったり、神社やお寺、町工場など、む
しろ街そのもの」「学校の先生に求められる
のは、知識を教える力よりも、子供の学びの
ために社会のプロフェッショナルを連れてく
るコーディネート力になる」「大人が子供と
の関係性の中で、自らも学べる環境の実現」
「本業以外での社会的取り組みへコミット
し、仕事とプライベートの垣根がなくなる」

こうした未来イメージに正解はなく、私
たちが議論した内容や、今後新たに想像して
いくイメージを、私たち自身の手で実現して
いくのでしょう。
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